
 

実務で使うバイオマス熱利用の理論と実践 
 

バイオマス熱利用のポテンシャルは膨大であり、地域経済再生・SDGｓの有力な手段
となるものである。このため、NPO法人農都会議では、創立以来８年にわたりバイオマ
ス熱利用を本格的に普及拡大すべく、多面的な活動を展開してきた。しかしながら、バ
イオマスの現場では、エンジニアリングの基礎知識なしに計画・設計されており、その
結果、稼働停止状態か、稼働していても採算が取れないなど大きな課題を抱えているケ
ースが多数あることが判明した。 

農都会議ではこうした状況に強い危機感を覚え、バイオマスアカデミーを設立して、
バイオマス熱利用に関するエンジニアリングの体系的な分析を行い、その成果を広く公
開してきた。本書は、その活動の集大成である。 

また、バイオマス熱利用の書籍として、今までにないエンジニアリング部分に焦点を
当てた画期的なものであり、バイオマス熱利用の関係者にとって、プロジェクト推進、
課題克服の一助となれば、執筆者全員の喜びである。 
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